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大阪府 産業別名目GRP（2020）

卸売・小売業

製造業

不動産業

専門・科学技術、
業務支援サービス

保健衛生・
社会事業

運輸・郵送業

情報通信業

建設業

金融・保険業

その他の
サービス

教育

電気・ガス・水道・
廃棄物処理業

公務

宿泊・飲食サービス業 その他

大阪府 製造品出荷額等の特化係数（2020）

出典：大阪府「2023年度版なにわの経済データ」

大阪の産業集積
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大阪府 東京都

製造業産業中分類別
事業所数 18,020 14,861



カーボンニュートラル ライフサイエンス インバウンド

33

大阪の産業の強み

関西国際空港
出典：積水化学工業株式会社ニュースリリース

中之島
（NakanoshimaQross）

再生医療をベースに未来医療の産
業化を推進する拠点

創薬等の研究開発拠点

健康・医療の
イノベーション拠点

彩都

健都

ペロブスカイト太陽電池

メタネーション

出典：Daigas groupプレスリリース

水素燃料電池船

出典：岩谷産業 ホームページ

◆2024年は、来阪外国人客数は、
過去最高の1,400万人になる見通し

千人

来阪インバウンド推移



テーマ

いのち輝く未来社会のデザイン
Designing Future Society for Our Lives

コンセプト
People’s Living Lab

（未来社会の実験場）

開催時期

開催場所

： 2025年4月13日～10月13日（184日間）

： 夢洲（大阪市臨海部）

見込来場者数 ： 約2820万人（うち海外来場者約350万人）

参加表明のあった国・地域・国際機関： 161か国・地域、９国際機関

2025年大阪・関西万博 -大阪を世界にアピールする好機！
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出典 2025年日本国際博覧会協会

提供：（公社）大阪パビリオン／協力：2025年日本国際博覧会協会

■「展示・出展ゾーン」

■出展参加のテーマ

・26週間にわたる万博会期中、毎週テーマごとに展示内容
が入れ替わる。

・優れた中小企業・スタートアップ400社超が出展予定。



2025大阪・関西万博
（2025年4～10月）

カジノを含む統合型リゾート
（IR）（2030年～）

うめきた2期
（2027年～（2024年9月～先行まちびらき））

大阪城東部地区開発（2028年～）
（2025年秋～大阪公立大学森ノ宮キャンパス開設）

なにわ筋線 開業（2031年～） 新大阪駅周辺地域再開発

万博後も世界の注目を集める取組が目白押し！
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大阪の産業・プロジェクト

金融の力で取組みを加速
・人材/企業/資金を大阪に集積
→大阪の産業・プロジェクトへの投資
→大阪発のフィンテックの新事業を展開

大阪・関西の経済成長
世界の課題解決へ

ライフ
サイエンス

カーボン
ニュートラル

観光

スタートアップ

国際金融都市の推進 ビジョン
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めざす都市像

金融をテコに発展する

グローバル都市
金融のフロントランナー都市



金融の力で発展する大阪へ
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産業の
生産性の向上

成長産業
への資金供給

大阪経済の成長

金融機能の
集積（例）

国際金融都市
としての発展

シナジー

ベンチャーキャピタル等
ファンドによる資金提供

新たな資金調達手段
（クラウドファンディング等）

フィンテックによる
DX化・新事業展開

金融機関による
経営サポート

ライフ
サイエンス

カーボン
ニュートラル

ものづくり



【主な提案内容（規制緩和）】

１．金融・資産運用特区を通じた実現したい地域のコンセプト

２．『未来社会の実現に向けたチャレンジ特区』提案内容

Ⅰ．海外から入りやすくする

投資家ビザの創設、高度専門職ポイント特例など

在留資格の充実 他

Ⅱ．ビジネスと生活をはじめやすくする

外国人の銀行口座開設支援、金融ライセンス相談窓口の
設置、法人設立手続きの簡素化・デジタル化・英語化 他

Ⅲ．ビジネスを展開しやすくする

コンプライアンス人材の常駐要件、投資運用業の登録要件、
ベンチャー企業への議決保有制限等の緩和 他

Ⅳ．在阪企業の活動を活性化させる
府民の資産形成を向上させる

公立大学のベンチャーキャピタルやファンドなどへの出資範囲
の拡大 他

・ライフサイエンス
・カーボンニュートラル
・スタートアップ

リスクマネー供給、
イノベーション創出

・グローバルスタンダードに合わせた規制改革等により、
資産運用業者やフィンテック企業等を集積させ、
世界と伍する国際金融都市OSAKAを創造

©SkyDrive

「金融・資産運用特区」の概要
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「未来社会」
の実現

「未来社会の実現に向けたチャレンジ特区」



金融系企業の大阪での拠点設立にかかるサポート

金融系外国企業（フィンテック含む）・投資家等の誘致数

アウトカム目標
2025年度までに30社誘致

進出済み企業の例（2024年10月末時点：16社）

ワンストップ
サポートセンター

法人地方税
減免

補助金
ビジネス
マッチング

ビジネス・生活
環境整備

資産運用業・金融商品取引業 フィンテック その他

戦略の目標と進捗状況
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＜国際金融都市OSAKAサイト

・公式SNS＞


